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Fig. 1 Te ナノワイヤの(a) 明視野 TEM 像および(b) 高分解能 TEM 像．(c) Te の結晶構造における{0001},
{101̃0}, {101̃1}を模式的に示した図．

Fig. 2 (a) オレイルアミンでキャップした Au ナノ粒子の模式図．Au ナノワイヤの(b)明視野 TEM 像ならびに(c)
高分解能 TEM 像．

ま て り あ
Materia Japan

第55巻 第12号(2016)

特集「顕微鏡法による材料開発のための微細構造研究最前線（）」 ―顕微鏡イメージング技術の進展と材料科学の新展開―

TEM/STEM による材料組織解析

一次元金属ナノワイヤの透過型電子顕微鏡解析
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低次元ナノ材料は特異な物理的・化学的性質を示す

ことから近年熱心に研究がなされているが，その合成

法には材料の形状を制御できることや安価であること

などが望まれる．このような観点から，我々は湿式化

学合成プロセスにより 1 次元金属ナノワイヤを合成

している(1)(2)．

金属 Te のナノワイヤは Na2TeO3 を水熱合成によ

り還元することで得られる(Fig. 1(a))．高分解能

TEM 観察の結果，[0001]方向へ優先成長しているこ

とが明らかになったが(Fig. 1(b))，これは Te が三方

晶の結晶構造を有していることに依る(Fig. 1(c))．
一方で，我々は立方晶の Au でもナノワイヤの合成に

成功した．あらかじめオレイルアミンでキャップをし

た Au ナノ粒子を合成し(Fig. 2(a))，オレイルアミ

ンを選択的に除去する二段階プロセスで Au ナノワイ

ヤを合成できる(Fig. 2(b))．高分解能 TEM 観察か

ら，Au ナノワイヤは[111]方向に成長しており多数

の双晶を有していることが明らかとなった(Fig. 2
(c))．
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